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「就職氷河期」は運命か？ ⾃⾝では抗しきれない強⼒な⼒を持っている 
 
私の就職も⽯油ショック後の超氷河期であ
った。昭和 51 年、前年までの就職環境とは
打って変わって、この年には多くの企業が⾨
⼾を閉ざした。私は化学専攻であったが、10
⽉を過ぎても企業からの募集が来なかった。 
 
当時は指定校制度が厳然と残っていた。企業
は決めた⼤学の決めた学部の学⽣しか採⽤
しないというのが指定校制度である。全国の
理科系学部はこの制約の下にあった。⾏きた
い会社があってもこの制度が阻んだ。実際
に、試験が受けられるかを数社に問い合わせ
たが、この制度を盾に⾒事に断られた。 
 
逃げ道は「公務員試験」であると考えた。ところが、本⽇の新聞記事にもあるように、公務
員試験も実に狭き⾨であった。特に、化学系での採⽤枠は極端に絞られていた。国家公務員
試験甲種が 30 倍、こちらは第⼀の 10 倍の壁は突破したが、あえなく次の３倍の壁を乗り
越えることはできなかった。残るは、関⻄で採⽤を表明した⼤阪市のみであったが、こちら
は定員１⼈に対して応募者が 400 ⼈と、まさに宝くじ状態であった。 
 
そんな中、やっと 10 ⽉を過ぎ⼀社からの応募が来た。私の⼤学からは２⼈が受験し、私は
通りもう⼀⼈は落ちた。次がない状況であった。 
 
この会社も例年に⽐べ募集⼈員を絞っていた。私の次の年から２年間の採⽤を停⽌したの
で、私は３年間の新⼊社員⽣活を経験した。３年間のお茶くみの⼀⽅で多くの仕事が回って
きた。後の、好景気時の⼊社⼈数は多く、教育のためならと過分の教育プログラムが⽤意さ
れ、申し出ればどこにでも出張できた。そんな状況とは雲泥の差であった。 
 
「苦労は買ってでもしろ」とはよく⾔われる⾔葉であるが、「就職氷河期」は向こうから⼀
⽅的にやって来るものであるから、これとは意味が 180 度異なる。能⼒のある⼈が、⾃ら
苦労を買って、その能⼒を世のために活かせる社会、そんな社会の到来を望む。 


